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　近年、航空レーザー測量により取得した地形データから作成される数値標高モデル（DEM）が国土地理院の

サイトから容易にダウンロードができるようになり、地形解析への利用が身近なものとなった。 

 

　横山（1999）をはじめ、DEMデータを用いた地形の表現方法には様々な手法が取り入れられてきた（主

に、等高線図、陰影起伏図、高度段彩図、傾斜量図、赤色立体地図（千葉ほか2004）ELSAMAP（佐々木ほか

2009）など）。こうした手法はDEMデータから得た地形量をGISアプリケーション等で処理を行えば作成が可

能であるが、誰しもが容易に行える作業ではないのが実情である。 

 

　レインボーコンターマップ（以下RCMap）はDAN杉本氏開発のフリーウェア、カシミール3D上でも作成が

可能であり、カシミール3Dの基本機能である陰影起伏図や傾斜量図と組み合わせることでさらにその効果が増

す。 

 

　RCMapは、DEMデータで作成した1mコンター図に対してInSAR解析でなどで取り入れられる干渉縞に類似

した虹色様のパターンをコンター間に繰り返し着色し、虹色様の縞模様として地形の変化を表現すること

で、地形変化を視覚的に捉えることができる。 

 

　しかしながら、標高値に急な色調変化を施した場合、コンター幅が密になると黒くつぶれて、その変化の認

識が困難になる。 

 

　一方で、標高値に緩やかに色調を変化させる場合、隣り合う2色で表現された地形の変化を見分けることが

困難になってしまう。 

 

　そこで、緩やかに配色した変化色に0.5m幅で灰色を織り込んだ。そうすることで、コンターの輪郭が強調さ

れ、隣り合う2色の変化を捉えやすくなった。また、灰色の帯が立体模型を俯瞰したときの影を想起させ、地

形変化量が小さい微地形であっても、傾斜方向の特定が容易になった。 

　RCMapは、武蔵野台地の地形面区分の再検討、地表面に現れにくい化石谷の追跡、海進期の支谷などの微地

形解析、溶岩流地形の検討への応用が見込まれる。 
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